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                 漸近展開の誤差評価
                                   清 水 良 一
 Xが十分に滑らかな分布関数Gをもつ分布に従うとし，σはこれと独立な正の値をとる確率変数と
する．σが何らかの意味で定数1に近いことを仮定してFをGの周りで展開することを考える．これま
でに，展開式の導出とそれを有限の項で打ち切ったときの誤差の評価を行ってきた．
 展開式はGの導関数とσのモーメントで表わされ，また誤差の上限はσおよびσ一1の高次のモーメ
ントを使って表現出来る．これを証明するのに特性関数とその反転公式を使う方法と，Gを直接展開す
る方法とがある．前者の場合，展開式に現われるのはGの直交多項式であり，それにσ2－1あるいはσ
一ユの高次モーメントが係数としてつく形にたる（少なくともGが正規あるいはガンマの時にはそのよ
うた展開が自然た形であるように思われる）．後者では，σ■2－1あるいはσ■L1の高次モーメントを係
数とする，やや複雑た展開式が自然なものとして得られる．
 ところで，原理的には任意の力（≠O）に対して，σ力一1のモーメントを係数とする展開が可能である．分
布関数Fを近似することが目的たら，どの展開が一番有利であるかが当然問題にたる．これまでの計算
ではGの周りで直接展開する方法がより小さい誤差限界を与えており，しかも，例えば。一分布を正規分
布の周りで展開する場合には，自由度の小さいところでも誤差評価が出来るなどの利点があるとはいう
ものの，一般的にはどの方法がよいのか自明ではない．
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 母集団の確率的変動を捉えるモデルとして，特定の分布型を仮定することたく，母数に対する信頼区
間を構成する方法について考察した．
 最も基本的な方法は，母数の一つの推定量の漸近正規性を利用して，信頼区間を求める方法である．し
かし，推定量は有限な標本数に対してバイアスと分布の盃を持つ場合が多く，極限分布に基づくこの方
